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（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は本学学部から大学院修士課程へと堅実に絵画を学び創作研究を行ってきた。後期博士課程へ
進んだ二年目に、オーストラリアのグリフィス大学との交換留学生として経験した事は、創作研究を大
きく展開する契機となった。私は、同大学を訪問した折り、申請者の線を意識したドローイングが制作
展開されている様子を見ることが出来た。帰国後は大型の絵画を制作する傍ら、同時並行的に徹底的な
手作りのオブジェ制作も行った。 
 提出論文「分解と拡散～現代社会の記号科・象徴化～」は三章構成から成り、申請者のアイデアとコ
ンセプトを明快に伝える論述となっている。第一章では、記号と象徴の違いについて述べ、第二章では
自作品において、現代社会のどのような側面が記号的・象徴的に表現されているかについて述べた。第
三章では提出作品である《分解と拡散》《架空の臓器》《方舟》について述べ、モチーフとしている現代
人の身体感覚の変容について言及した。なかでも、現代人が新たに得た身体感覚は、「心身の分解」と「仮
想空間への拡散」であり、我々は、今日それを当然のこととしているので、仮想空間に拡散していく身
体感覚として捉えることができるだろうと述べている。終章では、子供の頃から馴染みがある絵具や粘
土を使って制作する事について、現代的な媒体からの距離感が、表現としての印象を深めさせるであろ
うと述べ、鑑賞者に対しては、現代社会を広い視野で、「漠然と捉える姿勢」を持ってもらいたいと述べ
た。人間があらゆる不可知の神秘や謎に対しての不安感や危機感をいかに記号で「漠然と和らげてきた
のか」ということを気付かせてくれる。 
 申請者のアナログ表現へのこだわりは全ての面で徹底されており、特に申請者の論文発表会ではその
総集編として大変ユニークな手法で行われた。原稿を暗記し、作品の前で身ぶり手ぶりのパフォーマン
スで話し、モニター上の図解やキーワードを切り替えながらの明快でリズミカルな発表が私達を引き付
けた。 
 審査会では、これまでの一連の創作活動を踏まえて提出された申請者の論文と作品が、心身の分解と
拡散という現代社会への認識をもとに、独自の地平を切り開く表現となっており、課程博士学位を認め
るに相応しい優れたものであるという評価で全員一致した。 
 
